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	1.問題文
	令和7年度　近畿大学　大学院商学研究科　博士後期課程
	一般入学試験問題【日本語】
	(2024.9.14実施)
	次の問に答えなさい。
	あなたの母国語と日本語との違いについて、文法的な側面を中心に説明しなさい。ただし、すべて日本語で説明すること。
	2.解答例・出題意図(評価の視点)
	①　受験者が留学生であるため、まず本研究科における日本語での授業を支障　　なく受講し、研究を進める日本語能力があるかどうかを判定するため、日　　本語での作文を課している。所定の時間内での日本語作文の能力と正確さ　　をチェックする。
	②　論理的思考能力を判定するために、受験者の母国語と日本語との文法の違　　いを説明することを求めた。受験者によって母国語が異なる場合にも、日　　本語との比較ということで評価基準が統一されることを狙いとしている。
	以　上

